
 

生徒心得 

この心得は、本校生徒が北海道興部高等学校が目指す教育目標を達成し、意義ある高校生活を

送るために、校内外における生活の基準を示したものです。各自が、生徒としての自覚と責任を

持ち、日常の生活の姿勢を正し健全な心身を養うように努めるとともに、社会の変化に柔軟に対

応し、自己の能力を開花させ、人格の高揚に努めよう。 

 

Ⅰ 校内生活 

１ 礼儀について 

(1) 来校者や教職員、生徒間では挨拶をすること。 

(2) 職員室及び事務室に入るときは、必ずノックをし、出入りに際しては必ず「礼」をし

て「失礼します」「失礼しました」と言うこと。 

(3) 言葉づかいは、正しく、美しく、また身だしなみを整えること。 

 

２ 登下校について 

(1) ８時 30分までに登校すること。 

(2) 下校は 16時 45分まで。ただし、部活動等は 18時 30分を完全下校とする。 

(3) 欠席・遅刻をする時は、必ず保護者より担任に理由等を連絡すること。 

(4) 遅刻者は職員玄関を通り、職員室で遅刻届に記入し、担任、指導部の認印をもらい、

SHR・休み時間帯は担任に、授業中は教科担任に提出すること。 

(5) 日課内は、許可なく校地外に出てはいけない。ただし、通院等で特に外出の必要があ

るときは、事前に保護者から連絡があったものについては、外出届けを担任に提出させ

認める。 

(6) 早退する場合は、早退届を記載後担任に提出し承認をえること、病気等の場合は養護

教諭の指示をえて、担任に早退届を提出し承認をえること。帰宅後は保護者より担任に

連絡をすること。 

 

３ 服装について 

(1) 服装は常に清潔、端正になるよう心がけること。 

(2) 制服は、本校で定めたものを着用し、変形しないこと。 

(3) 制服以外は、別に定めるきまりを守り、流行や華美に流れることなく、清楚な服装に

心がけること。 

 

４ 学習について 

(1) 授業の開始と終了は「起立」「礼」を行うこと。 

(2) 教室の移動の際は、授業の始まるまでに着席していること。 

(3) 授業中は、規律ある態度で学習に専念すること。 

(4) 予習･復習の習慣化を図り意欲的に学力の向上に努めること。 

(5) 教科書その他授業に必要なものは、必ず携帯し、友人間で貸借をしていけない。 

(6) 提出物・宿題はきめられた期日までに提出すること。 

 

５ 試験について 

 試験のときは、厳正な態度でのぞむこと。 

 

６ 校舎・施設・設備の取り扱いについて 

(1) 校舎及び施設・設備は大切に取り扱い、誤って破損・紛失したときは、すみやかに担



 

任または、関係教職員に届け出ること。その際、実費賠償をする場合もある。 

(2) 校舎内外の清掃美化に努めること。 

(3) 校舎・施設等に異常や危険を認めたり、不審な外来者がいた場合は、すみやかに教職

員に連絡すること。 

(4) 火災等の異常を発見したときは、教職員に連絡し指示に従い冷静に行動すること。 

 

７ その他 

(1) 生徒間では金銭の貸借をしてはいけない。 

(2) 貴重品や多額の金銭は所持しない。やむをえないときは、担任に保管を依頼すること。 

(3) 拾得物・遺失物等は、すみやかに生徒指導部に届け出ること。 

(4) 下校時に、指定されたもの以外の私物は、学校に置いて帰ってはいけない。 

(5) 学校には学習に不必要なものは、持参しないこと。 

(6) 学校には人に危害を与えるような、危険なものは持ち込まないこと。 

(7) 校内で、靴の踵を踏ないこと。 

(8) 校舎内外におけるポスター等の掲示ならびに印刷物の配布は、必ず生徒指導部に届け

出をし、承認を得ること。 

 

Ⅱ 校外生活 

１ 興部高等学校の生徒としての自覚を常に持ち、良識にもとづいた責任ある行動をすること。 

２ 外出の際には常に身分証明書を携帯すること。 

３ 法律、条例等で禁止されていることはしてはいけない。 

４ 夜間外出の帰宅時間は、21時 00分とする。やむをえず遅くなるときは、保護者の同意また

は同伴を原則とする。 

５ アルバイトは、原則として慎むこと、やむをえずアルバイトをする場合はアルバイト規定

により、必ず、保護者から「アルバイト承認願」を担任に提出すること。 

６ 生徒が事故にあったとき、その事実を知ったときは学校に連絡をすること。 

７ 旅行・登山・キャンプ・演奏・会合等の校外活動は、必ず事前に保護者を通して担任に届

け出ること。 

８ 生命尊重の立場から交通安全に関する規定に則り交通ルールを守ること。 

９ 保護者の承認なく、他人の車に同乗はしないこと。 

 

Ⅲ 制服 

集団生活における平等感と統一感による連帯意識を高めるとともに, 保護者の経済負担を配慮

し、制服を次のように定める。 

１ 制服 

(1)  本校指定のブレザー（左襟に校章）、スラックス、スカート（丈は膝下）、ネクタイ 

  を着用する。ベスト、セーターについては本校指定のものとし着脱は自由とする。 

(2)  Ｙシャツ、ブラウスは白とする。 

(3)  靴下は、華美な色でないこと。（黒、白、灰、紺色が望ましい） 

２ 夏季の略装 

(1) 夏季の期間は、６月から９月までとする。（具体的には別途指示する） 

(2) ブレザー、ネクタイは着脱自由とし、本校指定のポロシャツの着用を認める。 

３ オーバー・コート類 

 清楚で高校生らしい、色、型のものとする。 

４ 履物は、上靴と外靴の区別を厳守すること。 

(1) 上靴は、学校指定のものとする。 



 

(2) 通学時の外靴は、短靴、長靴としハイヒール等は認めない。 

５ 体育のトレーニング・ウェアーは学年毎に別に定める。 

６ 頭髪は、清楚で品位ある髪型とし、他に不快感を与えないようにすること。 

(1) 髪型は、必要以上に長くならないようにし、流行を追ったり、パーマネントまたはド

ライヤー・コテ・整髪料などで加工したものは認めない。また、華美なリボン・髪飾り

をしてはいけない。 

(2) ドライヤー、その他のもので変色させてはいけない。 

７ 制服の腕まくりをしない。 

８ 授業中は制服の上にジャージ等を着てはいけない。 

９ 制服についてやむをえない事情が生じたときは、異装許可願を担任に提出すること。 

10 口紅、色付きリップクリーム、マニキュアを含め一切の化粧をしてはいけない。また、ネ

ックレス、指輪、ペンダント、イヤリング、ピアス、ブレスレット等、アクセサリーを着用し

てはいけない。 

11 カバンは、通学にふさわしいものとする。 

 

Ⅳ その他 

１ 自宅以外から通学する者は、あらかじめ担任に届け出ること。 

２ 姓名、住所等の変更があったときは、すみやかに担任に届け出ること。 

３ 休学･退学･転学しようとする時は、詳細な理由を記入し、保護者より担任を通じて所定の

願いを提出すること。 

４ 欠席・欠課は事前に保護者が担任に届け出ること。（長期病欠の場合は診断書の提出を求め

る場合もある。） 

５ 忌引きの場合は、すみやかに担任に届け出ること。忌引きの日数は別に定める。 

６ 対外行事に参加する場合は、顧問・関係教師を通じて事前に担任に願いを提出すること。 

７ 自転車通学は、所定の手続きをへて担任の許可をえること。 

 

 

Ｖ 生徒心得改正の手続き 

 生徒心得および学校生活上のルールに関して、学校評議会、ＰＴＡ総会、生徒会から実態調査

を行い、現行の生徒心得に関して、時代の要請および社会常識の変化等を踏まえ改正することが

できる。 

その手続きに関しては、生徒からの要望および実態調査の結果を踏まえ、生徒会会則 第６章 

改正に則る。 

 

（附則） 

１ 令和４年４月 24日一部改正 

２ 令和７年４月１日一部改正 

 

 

 

 

 


